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アルゼ ンチ ンとウルグアイの養蜂現状

アルゼンチンの養蜂

過去アルゼンチンにおける養蜂の実態は不確

かなものであった.それは納税を免れんとする

ところからくる,いい加減な生産報告と養蜂団

体のいい加減さからくるものでもある.同時に

養蜂家Efl体をとりまとめる適切な機関が存在し

ないことも一つの理由になる.

1997年に農林水産省に属する｢2000年の蜂

蜜計画｣という機関が発足したが,未だ最終的

なデータを集めるには至っていない.同機関の

目的は,①養蜂に関する適切な規定の発布,(診

品質に関する基準を定める,などであるがまだ

まだ時間を要するものと考えられる.

輸出される-チミツ,あるいは他の養蜂生産

物の品質に関しては,農林水産省所属のアルゼ

ンチン動物衛生局 SENASAが検査を行い,蜂

の病気,農薬残留,抗生物質の残留がないこと

を証明されたもののみが輸出の許可を得 られ

る.

養蜂の歴史

異体的な資料はないが,1800年頃から始ま

ったといわれる.最初に外国からミツバチを導

入したのは,アルゼンチンの国旗の創案者マニ

ュェル ･ベルグラノ (ManuelBelgrano)将軍

で,1826年スペインか らイベ リカIberica種

を持ち帰った.これがきっかけとなってアルゼ

ンチンにおける養蜂がその後盛んになったとい

われる.

ミツパテの種類

現地の初期導入による ｢在来｣種で,黒っぽ

加藤 雅史

く,小型のミツパテである｢クリオーラCriolla

種｣が一番多く,アルゼンチンのどの地帯にも

順応する.病気にも強いが,イタリア蜂などと

比較すると荒っぽい.続 くのがイタリアIta1-

ian種とクリオーラ種との交配雑種.仕事がし

やいという理由でイタリア種も相当数いるが,

クリオーラ種,あるいは一代雑種と較べると病

気,気候などに対する抵抗力が低い.

北部には (南緯 350以北,コルドバ州から北

部)アフリカ蜂化 ミツパテとクリオーラ種との

雑種がいるが,純粋のアフリカ蜂化 ミツパテは

存在しない.一時アフリカ蜂化 ミツバチはブラ

ジルから南下し,南緯 350まで来たが,それ以

上は南下できず再度北上 した.南半球において

は気候的に南緯 350がアフリカ蜂化 ミツパテに

とって活動 し得る最南限と見られる.

アンデス麓の養蜂家はわずかながらカーニカ

種をもって養蜂に従事 している.ちなみにアル

ゼンチンの約 16,000人の養蜂家の大半がクリ

オーラ種,およびイタリア種で養蜂を行ってい

る.

養蜂地帯

アルゼ ンチ ンにお ける総飼育箱数 は,

2,500,000箱で,養蜂家は総数 16,000戸,この

総飼育箱数の80%が表 1の上位 4地帯に集中

している.このうち,サンタフェ州の養蜂は,

最近州政府が奨励し,援助することを決定氏タ

イルので,今後伸びるものと見られる.ここか

らわかるように,湿潤パ ンパ地方に多くの養蜂

家が集中している.これは他の地帯が養蜂に不

向きという意味とは限らず,単に養蜂に対する

認識が不足している部分も関与 している.
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表 1 アルゼンチンの主な養蜂地帯と蜂群数

順位 養蜂地帯 飼養蜂群数

1 ブェノスアイレス州

2 コルドバ州

3 エントレリオス州

4 サンタフェ州

1,396,200

300,000

251,000

52,000

5 サンチアゴ･デル･エステロ州 40,000

6 メンドーサ州

7 リオ･ネグロ州

8 サンファン州

9 ツクマン州

27,000

27,000

22,000

18,000

蜜源およびハチ ミツ生産量

アルゼンチンの蜜源は一般的に複数の花であ

る. したがって特定の蜜というのは非常に少な

いが,ブェノスアイレス南部の ヒマワリの蜜

(図 1), ツクマン州の柑橘類の蜜, ブェノスア

イレス州のアザ ミの蜜などは代表的なものであ

る.

地域別の蜜源の特徴は,湿潤パ ンパ地方は,

クローバ,はぎ,アルファル77,ユーカリ,

柑橘類,その他であり,蜜の色は薄 く,香りも

淡い.味は円やかである.川沿い地方は,ユー
1

T

図 1 ブェノスアイレス州南部の壮大なヒマワリ畑

図 2 ポプラに囲まれた果樹園

(アルゼンチン,メンドーサ州)

カリ,柑橘類,自然林,雑草,その他であり,

蜜の色は琉拍色で,香りも強く,味も濃い.北

西地方は柑橘類,ユーか ),アルガローボAlg-

arrobo,ケ ブ ラーチ ョQuebracho,バ ル ク

Balta,自然林,その他で,蜜は川沿い地方と類

似 している.クーヨCuyo(メンドーサ,リオ ･

ネグロ,サンファンなど等)地方,および山岳

地方では,複数の花を蜜源としている.この地

方産出の果樹の花 (リンゴ,ナシ,ブドウなど)

を蜜源 (図 2)として,蜜の色は商いが,香りが

強 く,水分は 12から13%で濃度 も高い.

全体として,アルゼンチンの蜜は草原地帯が

多いため,蜜源も草原の雑草の花となり,色は

薄 く,香りも,味も円やかで,川沿い地帯を除

いては,水分も少なく良質なものが多い.ちな

みに,ユーカリの蜜は色が濃く,香りも強 く,

味も濃厚.この種類の蜜はブラジルで好まれ,

輸出先はほとんどがブラジルである.

-チ ミツの総生産量は年間約 95.000tであ

るが,最大の生産地帯は表 2に示す通りである

輸 出

総生産量 の ほとん どが輸 出にまわ され,

1999年度の輸出先仕向地は表 3の通 りである.

ここでの総輸出数量約 93,000tは,原料蜜と

蓑2 アルゼンチンの-チミツ生産

生産地帯 -チミツ生産量(t)

プェノスアイレス州 50,000

コルドバ州 19,000

サンタフェ州 13,000

エントレリオス州 8.000

その他 5,000



蓑3 アルゼンチンの-チミツ輸出先 (1999年 ト12月)

輸出総量 甲板渡し価格 甲板渡し単価

kg 米 ドル 米 ドル

アメリカ合衆国 41,223,909 40,764,563
ドイツ 30,131,397 31,705,916
イタリア 6,769,878 7,099,034
スペイン 3,688.604 3,671,383
イギリス 3,565,082 3,633,543
ベルギー 1,450,006 1,453,243
日本 1,414,522 1,608,211
アイルランド 958,304 948,906
フランス 783,749 777,766
オ ランダ 573,032 607,225
スウェーデン 538,761 590,295
フィンランド 79,636 79,631
サウジアラビア 513,419 606,191
マラケン 20,584 18,526
ポーランド 161,871 153,701
ノルーウェイ 149,509 238,175
ポルトガル 144,729 149,789
デンマーク 142,532 143,681
スイス 122,116 130,155
カナ ダ 53,243 53,045
ギリシア 58,821 60,399
レバノン 47,453 111,131
ブラジル 302,734 681,818
パラグアイ 26,130 59,097
ボリビア 96,732 255,820
エクアドル 22,345 31,283
インドネシア 20,782 22,153
ジ ョル ダン 20,126 20,734
チェコ 11,775 26,654
アラブ首長国連邦 7,410 18,690
ウルグアイ 3,721 5,881
英植民地 130 1,014
中国 163 662
ベル- 138 334
フィリピン 23 14
ベネズェラ 11 11
チリ 5 32
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合計 93,103.382 95,728,706 1.03 100

して出荷されている.他EEIと較べて日本向けは

わずか 1,400tで,総輸 出量 の 2%にす ぎな

い. これは-チ ミツの品質の問題ではなく,や

はり距離 -運送費割高,および知名度の問題 と

蓑 4 付加価値っきの-チミツの輸出先

輸出先 輸出量(約 t)

ブラジル

アラビア

ヨーロッパ諸国

ハワイ

チェコ

その他

4 0

0

0

0

0

0

0

5

5

1

1

8

(BoletinApicola- ProgramaMie12000より)

考え られる.

近年付加価値のついた-チ ミツに対する需要

が増加 しており,年間約 600tが表 4のように

輸出されている.付加価値のついたハチ ミツに

対する輸出奨励金は原料蜜の奨励金より高 く,

これは政府が付加価値をっけ国内の産業を振興

するための手段 となっている.

花 粉

主要生産地はサ ンチアゴ ･デル ･エステロ,

エントレリオス,ツクマ ンおよびメンド-サで

あるが,生産の詳 しいデーターはない.一方,



･川

花粉については輸出するだけの生産量はなく,

逆に輸入しておりその最大の輸入先はスペイン

である.サンチアゴ･デル ･エステロの場合,

花粉源植物はケブラーチョ,モーレMolle,パ

ルダBaldaなどであるが,巣箱当たりの生産量

は年間 5kgである.少量ではあるがブラジル

に向けて輸出もしている.ちなみにエントレリ

オスなどで生産されるユーカリの花粉は,色は

明るい黄色で味も香ばしく良質なものである.

なお,花粉の生産が伸びない原因は宣伝不足と

知名度の低さによるところが大きい.上記で述

べた各産地の植物源は,ツクマンではケブラー

チョ,モーレ,ベルグ,柑橘類,自然林などで,

エントレリオスではユーカリ,柑橘類,自然林,

その他となっている.

蜂ろう

本産物に関してのデーターはまったくない.

輸出統計でも ｢その他｣の中に含まれており,

詳細は不明である.近隣諸国 (ブラジル,パラ

グアイ,チリなど)に少量輸出されているのみ

で,輸入もない.要するにほんとんどが国内消

費に回されており,生産高 も少ない.生産地は

ブエノスアイレス州およびラパンパ州州などで

ある.

ローヤルゼリー

主な生産地は,ブェノスアイレス州,サンタ

フェ州,ラパンパ州などである.その他,コル

ドバ,エントレリオス,コリエンテス,サンチ

アゴ･デル ･エステロ,ツクマン州などでも少

図 3 ポプラ林の近辺での養蜂

(アルゼンチン,クーヨ地帯)

量だが生産 しており,生産増加の条件は各地と

も充分そろっているが,技術,宣伝,流通など

に問題があり,輸出に至るまでにはそれらの問

題を一つずつ解決していかなければならない.

現在闇で少量外国に持ち出されているのみと考

えられる.国内消費に見合うだけの量さえ生産

されておらず,価格的に安い中国産が輸入され

ている｡

プロポリス

プロポリスについての確かな輸出データーは

ないが,闇でブラジルに流されていることは事

実である.特にプロポ リスの価格が上昇 した

1995-96年などは, ブラジルで原塊が不足し

た場合に,生産の大半がブラジルに流れてい

る.

プロポリスの国産最終製品の数はまだ少な

く,ウルグアイから輸入されている.わかった

ことは今まで利益の対象とならないと考えてい

たものが,実は有望な産物であるということ

で,最近わずかであるがプロポリスに対する関

心が生産者の問で育ちつつある.

有望な地帯はクーヨ地方 (メンドーサ州, リ

オ ･ネグロ州,ノイケン州とサンファン州を一

括 して ｢クーヨ地方｣と呼んでいる),デルタ地

帯,ブェノスアイレス州の中心および南部,コ

ル ドバ州,サンチアゴ･デル ･エステロ州など

であると考えられる.

植物源に関しては,クーヨ地方では,果実出

荷用の木箱の材木である大量のポプラ,ヤナ半

である (図 3).ちなみに同州では最近になって

ポプラ,マツ,ユーカリの植林を奨励 し始めた.

デルタ地帯では,ユーカリ,ポプラ,ヤナ半,

自然林など,コル ドバ州,サンチアゴデルエス

テロ州および山岳地帯では,ブレアBrea,アル

ガローボ,ケブラーチョ,自然林,ユーカリ,

ポプラ,その他となっている.

各地によって自然林に生えている樹木の種類

は異なるが,アルゼンチン全体についていえる

ことは,植林ではポプラ,マツ,ユーカリが多

い.これらはアルゼンチンのどの地方でも植え

られている.ユーカリに関 して養蜂家たちはこ



の木からはミツバチは樹脂を集めて釆ないと報

告している.

いずれにせよ,アルゼンチンにおけるプロポ

リス生産はまったく開拓されていないに等 し

く,今後技術指導,製品の規定化,安定 した流

通などが必要である.

アルゼンチンでは (これはウルグアイでも同

じであるが)プロポリスを研究対象として取り

上げている機関はない. しか し,例えばバイ

ア･ブランカBahiaBlanca国立大学の生物学

部,あるいはタンジールTandil国立大学農学

部,またはサンチアゴデルエステロ国立大学な

どでは断片的に研究をしておりそれなりに成果

が上がっている.これらをまとめようとしてい

るのがPRO-APIではあるが,前途多難であろ

う.去る9月にもPRO-API主催で国際プロポ

リス会議が行われたが,この種の講演,研究会

など,たびたび行う必要性を感ずる.

1992年のプロポリス事件 (これはHuillen

社がサボタージュにあったのであって,プロポ

リスの中に毒物があったなどの問題ではない)

がアルゼンチンにおけるプロポリスの増産の障

害になったことは事実である.当時のアルゼン

チンで生産されていた最終製品は現在ではまっ

たく作られていない,しかしながら,2,500,000

群を有するアルゼンチンは,それゆえに生産能

力は充分あるので,今後うまく取りまとめれば

近い将来プロポリスの大きな供給源になり得る

ことはまちがいない.

ウルグアイの養蜂

地理的,当時の政治,あるいは経済面からし

ても,ウルグアイにおける養蜂のアルゼンチン

のものとほとんど変わらない.養蜂は始まりも

アルゼンチンと同じ時期であり,両国お互いに

意識的ではなくとも,地理的にも近いためこれ

までも情報交換,技術交換などがされ,また,

現在もされているため,基本的な流れは同じで

ある.強いていえばアルゼンチンと比較して面

積的に小国なので,国内における情報の流れ,

情報交換,結果として養蜂家の団体行動がスム
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-ズに行われている.しかしながら,ウルグア

イにおいても養蜂家を統括 してとりまとめる政

府機関はなく,したがってデータ不足という事

実からは逃れられない.

ウルグアイ養蜂家組合 SAU(SociedadApi-

colaUruguaya)はあるが,あくまでも組合で

あって,養蜂生産物に対する規定,その他の規

準は,あくまでも養蜂家各自の責任のもとに取

り扱われ,国外の輸入者団体の要求,あるいは

条件を各自が受け入れる以外の道はまったくな

い.

ウルグアイは緩やかな傾斜地が多く,農牧に

向いており,また土地は肥沃であるため,当然

のことながら化学肥料を使用する必要はなく,

同時に農業においてもアルゼンチン,ブラジル

と比較 して小規模であり,結果として飛行機で

農薬を散布するなどの必要もない.したがって

養蜂には極めて適した国であるといえるであろ

う.

南半球の南緯 300から350の間に位置し気候

的にも恵まれており,各所で養蜂が可能であ

る.

ミツパテの種類

数からいえばやはり旧来のクリオーラ種,お

よびクリオーラ種とイタリア種の交配雑種が多

い.最近特に仕事がやりすいという理由からイ

タリア種の導入が活発になっているが,クリオ

ーラ種の方が病気にも強く,また-チミツの生

産量からみても最もウルグアイに適 していると

いえる.気候的にもアフリカ蜂化 ミツバチはブ

ラジルの国境近くにわずかに存在するのみで,

ほとんど数のうちには入らない.アルゼンチン

と同様純粋なアフリカ蜂化 ミツバチは存在しな

い.

蜂の病気はアルゼンチンと比較して少なく,

これは地理,気候 (ウルグアイはアルゼンチン

と比較 して湿度が少し低い),要するに環境に

左右されるものか,あるいは病気に強いクリオ

ーラ種およびクリオーラとイタリア種の交配雑

種が多いためか定かではない.確実にいえるこ

とは抗生物質の使用は皆無に等 しく,それゆえ



図 4 汚染のない草原地帯での養蜂.ウルグアイ各地

で見られる風景 (ウルグアイパイサンデゥ県)

安全性は高いと国外でも評価されている.

使用 している巣箱は,アルゼンチンと同様

で,StandardまたはLangstronと呼ばれるも

ので,サイズは52×42×24.5cmのものであ

る.巣枠はいずれも10枚入れる (中には8枚

入れる養蜂家もいる).

養蜂地帯

前章でも述べたが,ウルグアイは地理的,気

候的にも恵まれており,国内各所で養蜂は可能

である.したがって,東西南北どこに行っても

養蜂は行われている (図4).強いていえば,ウ

ルグアイ河の河沿地帯 (サル トからモンテヴィ

デオに至るまで),柑橘栽培の盛んなサル ト/

パイサンドゥなどに多く養蜂家が集中してい

る.国内の養蜂家総数は,約 2,000戸,飼育蜂

群数は約 350,000群となっている.

蜜源.生産量

わずかな自然林,柑橘,ユーカリ林,草原地

帯などで,蜜源植物はアザミ,クローバ,雑草

の花,ユーカリ,柑橘類などである.面白い現

象として,たとえ柑橘類に花が咲いていても,

柑橘類の下に生えている雑草の花の方を好む傾

向がある.柑橘類は相当の面積になるが,｢柑橘

類の蜜｣というのはほとんど収穫されていな

い.

サル ト/パイサンドゥ産の蜜は透明度が高

く,味の円やかな蜜のほかは,全面的に色が琉

柏色で味もアルゼンチン産のものと比べると強

い.したがってブラジルで好まれる蜜が生産さ

表 5 ウルグアイ産-チミツの輸出先

輸出先 輸入比率(%)

ドイツ

ブラジル

スペイン

アメリカ合衆国

スイス

アルゼンチン

ベルギー

イタリア

イギリス

0

8

0

5

8

4

4

4

7

.
1

9

6

8

0

0

5

5

2

1

5

0

2

2

2

0

0

0

6

1

1

れている.Eg内の生産量は約 8,500tになる.

輸 出

1998年度の-チ ミツの輸出量は約 8,300t

で,国別輸出比率は表 5の通りである.

蜜の輸出国であるアルゼンチンに対してウル

グアイから輸出というのは一見矛盾 している

が,これはアルゼンチンの輸出業者が年末に在

庫がなくなり,契約違反になるのを避けるため

に一度ウルグアイから仮輸入をしてアルゼンチ

ン産として出荷するためである.このような例

は度々見られる.

過去10年間,概してみれば毎年約 10%の生

産量が増えている.これは単に蜂群の数が増え

ているだけではなく,技術の向上にもよってい

る.日本に対 しても輸出すべく,各業者はいろ

いろ試みているが,蜜の色が濃く日本人好みで

ないという理由で安値しか出ず,現在のところ

輸出は皆無である.

上記でも述べたが,ウルグアイの蜜は色が琉

王白色で味も濃く,ブラジルで好まれている.最

大輸出先が ドイツである理由は,同国がウルグ

アイさん-チミツには,農薬や抗生物質などの

残留がないことを高 く評価 しているためであ

る.こうした理由から,今後は巣蜜のように同

じ蜜でもある程度付加価値ある生産物を生産す

るよう努力している.

花 粉

生産の可能性は充分あるが,輸出に回せるほ

どの量は生産 しておらず,逆に輸入している.

運賃の問題から,比較的近いスペインからの輸



人が多い.中国からも可能性はあるが品質的に

スペイン産のものが優れているとの理由で,莱

者はスペイン産を好む.

輸入品から最近農薬の残留が検出され,厚生

省の輸入許可を拒否された例も出てきており,

今後農薬を使用しないユーカリ林で取れる花粉

の生産を奨励する必要性を一部の業者は指摘し

ている.ユーカリの花粉は色も良く味も香ばし

くて良質である.生産する自然条件は充分に備

えているのがウルグアイである.しかし,コス

トの問題,それに伴う販売ルートの有無などの

問題があり,現状から輸出国になるのには相当

の時間を要するものと考えられる.

ウルグアイはアルゼンチン同様,ユーカリ,

ポプラ,マツ等の植林が奨励されており,特に

ユーカリの植林は2000年度に35,000ha増加

した.

ローヤルゼリー

ローヤルゼリーも流通が安定 しておらず,同

時に中間業者がいい加減な商法を行うため,覗

在までは国内消費がやっと賄える程度の生産量

しかない.手間の掛かる仕事でもあり,手先の

器用な東洋人と比較して手先の仕事を好まない

当地の人間では自ずと従事する時間が異なり,

結果として価格に大きく影響する事実も忘れら

れない.したがって,国産品を購入するよりも,

中国から安い原料を買った方が,安定供給がで

き,手っ取 り早いという裏の事情 も見逃せな

い.

しかし何といっても一番の問題は安定した市

場がないところに,本商材の生産が伸びない理

由がある.

プロポリス

ウルグアイのプロポリスは部分的に長い歴史

をもっている.一部の養蜂家が,未だ世界的に

あまり知られていなかった約 30年程前からこ

つこつと研究,生産に従事 してきた.上記にて

もすでに述べたが,プロポリスのみならず,秦

蜂生産物の生産,販売等を取り締まり,一方援

助する具体的な機関が存在しないため,個人企

図 5 網を使用して不純物のないプロポリスを収集

(ウルグアイ)

業が細々と進む以外はなかったが,一部の養蜂

家,医者,化学技師,薬剤師,事業家などが生

産,研究をして来たという経緯がある.1992

年のアルゼンチンのHuillen事件で打撃は受け

たものの, ドイツが製品の良さを認め,安定し

た取引が可能になった.同時に同国の品質に対

する諸条件,指導もあり,特に良質な原塊作り

に力を注いできた.農薬,重金属,抗生物質の

残留などに対 して特に厳 しく,したがってこれ

らの問題をクリアーにしていかなければ輸出は

まったく不可能であるので,量的にはあまり多

くないが,良質なものを生産してきた.8年ほ

ど前から, ドイツは原塊はまったく買わず,少

なくとも一次加工 してある製品を求めている.

ウルグアイは年間約 15tの一次加工された,

濃縮エキス,粉末プロポリスエキスなどの製品

を輸出している.約 5年前まではドイツはウル

グアイ以外の南米各国から原塊を輸入していた

が,農薬残留,重金属,抗生物質の含有量の問

題から現在では仕入れ先をほとんどウルグアイ

に絞ってしまった.

ブラジルの国境に近いウルグアイの各地に

は,ブラジルで原料が不足すると闇商人が入り

込み原塊の買い集めを行う.これら原塊の最終

仕向地は定かではない.

ウルグアイにおいては,すでにプロポリスは

厚生省に薬品として認められており,それゆえ

に品質管理も厳しい.現に一部の医者は患者に

使用しており,病院でも薬品として購入してい

る.

ウルグアイのプロポ リスの起源植物はボブ
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ラ,ヤナギ,マツ,モーレなどでアルゼンチン

とほとんど変わらない.パルプ用に植林してい

るユーカリ林は各地に多くあるが,今まではユ

ーカリの樹脂をミツバチは集めて釆ないという

各所からの報告である,12年ほど前に,網でプ

ロポリスの原料を収集する方法が開発され,現

在では大半が網で収集 しており,流通も安定し

てきた (図5).

プロポリスを研究目的で扱っている機関はな

いが,ウルグアイ国立分析センター,養蜂家協

会,厚生省などが理解,興味を示し,関係者を

奨励しており,輸出振興会なども応援するに至

っているので,今後進展 していくことはまちが

いないと思われる.

最後に,最近アルゼンチンではアメリカ腐姐

柄,ヨーロッパ腐姐病,バロア病などのミツバ

チの病気が流行しており,隣国のウルグアイ,

ブラジルなどが病気に対する警戒のみならず,

これらの病気に対処するために使用する抗生物

質などのミツバチ生産物における残留に神経質

になっており同国からの輸入に非常な神経を使

っている.

特にアルゼンチンは面積的にも大国であるた

めに,問題のない安定したミツバチの生産物の

生産に関して,徹底 した規準,規定などを作り,

従事するすべての層をまとめれば,今後養蜂が

さらに有望であることはまちがいないと思われ

る.

(著者の住所は下記参照)

MASASHIKATO. Presentsatatusofbeekeeping

inArgentineandUruguay.HoneybeeScience22

(1):37-44.AichiUruguayS.A.,Dr.CarlosMa.

dePena4465,Montevideo,Uruguay.

Thepresentsituationofbeekeepingln2coun-

tries,ArgentineandUruguayinSouthAmerica

arereportedinthearticlewithsomestatistic

data. In both countries,beekeepersusethe

■lnative"Criollabeesandsomestrainsofnew

European honeybees. There is very limited

impactofAfrlCanized honeybeesbecauseof

coolclimate.

InArgentine,16000beekeeperskeep2500000

hivesandproduce95000thoneyand93000t

ofitisexported.Japanimports1400tbutthe

amountisonly 2% oftotalexportproducts.

Valueaddedhoneyisrecommendedtoproduce

and600tofitisexported.

Total2000Uruguay beekeeperskeep350000

hivesandproduce8500thoneyperyearand

almostofthisproductionisexported.German

isthemainimporterofUruguayhoneybecause

honeyfrom Uruguayhaslesspossibilityofpes-
ticideorantibioticsresidues.

Inbothcountries,Otherhiveproductsarenot

butpropoliscantakeimportantpositioninthe

beekeeplngindustrynearfuture.


